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論文内容の要旨

本論文は現在最も数多く用いられている混成防波堤の安定性を向上させる目的で，これらの被災原因

の中から，堤体前面の洗掘沈下現象をとりあげ検討を加えたもので，まず堤体前面の流体運動と地形変

動に対して解析を行い，ついで、混成防波堤捨石マウンドの反射率低減効果及び堤体前面の局所洗掘防止

効果に対して実験的に検討を加えたもので 6 章より構成されている。

第 1 章では本論文の社会的背景及び目的と論文の概要を述べている O

第 2 章では海岸及び港湾構造物前面において生じる流体運動と海浜断面変化の分類・整理を行い検討

を加えている。そしてそれらの成果を実際の混成堤の設計に適用する場合の問題点について考察を加え

ている。

第 3 章では，堤体前面での地形変動の外力となる流体運動を明らかにするため，直立堤前面の重複波

動場について検討している。すなわち，堤体前面の重複波動場の表現方法について検討し，特に傾斜海

浜に適用できる部分重複波の砕波限界を提案している。ついで堤体前面における底質移動を左右する水

粒子速度について解析し掃流砂の net の移動に密接な関連をもっ水粒子速度の非対称'性を明らかにす

るとともに，浮遊砂の輸送流れとなる時間平均流の特性をも明らかにしているO

第 4 章では堤体前面の重複波動場における混成堤捨石マウンド部の効果を検討し，マウンドによる重

複波形の shift，反射率の低減及び水粒子速度の振幅の変化予測に線形理論が適用できることを明らか

にしている。

第 5 章では第 3 章及び第 4 章での検討結果に基づく移動床実験を行い，堤体前面の地形変動及びそれ

に及ぼす混成堤捨石マウンドの効果について検討を行っている。そして堤体前面で生じる地形変動は底
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質の移動形態によって大きく変わることを明らかにし，ついで、捨石マウンドは洗掘防止工として十分な

効果を有すること，その先端部が重複波の節の領域に位置すると，その前面では底質の地形形態に関係

なく洗掘し易くなることを指摘し地形変動の少なくなるようなマウンドの規模を提案している。

最後に第 6 章では本論文で得られた総合的な結論とその適用における検討課題について論じている。

論文の審査結果の要旨

混成防波堤の被災事例において，捨石マウンド部の散乱とそれにともなう局所洗掘及びそれに起因す

る防波堤の被災が数多く報告され，従来の混成堤直立部の重量の配分という捨石マウンド部の役割から，

局所洗掘防止工としてのマウンドの役割が重用視されるようになってきている。本論文はこの様な防波

堤前面での局所洗掘防止工の効果を明らかにするのを目的として，まず防波堤前面での波浪による流体

運動を解析しついでその流体運動にともなう地形の変動と地形変動を阻止する洗掘防止工法について

明らかにしたもので，主な成果を要約すると次のとおりである。

(1) 直立堤の堤体前面で生じる部分重複波の砕波限界について，空間的に変化する周搾をパラメーター

とする限界式を提案し，進行性の砕波と重複波型の砕波との限界を明確にしている。

(2) 堤体前面の流体運動において，底部せん断力の時間平均値を代表する Up I Up I (ここに Up は位相

平均流速)は水平床の場合，重複波形と対応するが，傾斜海浜上では重複波形とは対応せず，堤体前面

の広範な領域で向岸方向の値を示すこと，及び堤体の設置水深が極端に浅い場合と部分重複波の砕波が

生じる場合は強い離岸方向の流れが発生することが明らかにされている。

(3) 混成堤の反射率低減には捨石マウンド部の高さが大きな要素となること，また混成堤マウンド部法

先の離岸流はマウンドの長さと入射波長の比.e /Li= 3/8 の時著しく小さくなることを明らかにして

いる。

(4) 混成堤前面の地形変動は通常多く施行されているマウンドの高さと水深の比D/hi= 1/2 及び E

/Li= 1/4 においてマウンド法先部は洗掘し易い領域にあること，この地形変動面からみた安定なマ

ウンドの規模はD/hiニ 1/2 では.e /Li= 3/8程度にしなければならないことを明らかにしているO

以上の研究結果は海岸・港湾構造物の安定設計に重要な知見を与えるものであって，港湾工学に寄与

するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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